「インターンシップ実践」に関する申合せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年７月１２日
保健学研究科教授会承認
岡山大学大学院保健学研究科規程別表に規定する博士前期課程及び博士後期課程の専門科目「インターンシップ実践」について，下記のとおり取り扱うものとする。
１　授業科目の概要
　　「インターンシップ実践」は，社会人として実務経験のない学生で，在学期間内に
学外での実践経験ができない（あるいはその見込みの）学生が必修として履修する科
目であり，３０時間の授業内容をもって１単位とする実習科目である。
なお，授業内容の詳細については，科目担当教員において計画するものとする。

２　実務経験の定義
　　次の要件を全て満たしている者は，社会人として実務経験を有するものとして取り扱うものとする。
１）　将来の就職先となりうる「専門領域における地域の現場（病院や研究施設や会社など）」において，実務経験あるいは就職活動に関連するインターンシップの経験として，計１５時間以上の経験を有すること。
２）　勤務形態（常勤職員，非常勤職員，アルバイト，就職活動に関連するインターンシップなど）や給与の有無は問わないが，将来の就職先の検討に役立つ経験であることが望ましい。
３　実務経験の確認
前項の要件を全て満たしている者は，別紙様式１を学位申請の書類受付期間を期限として，医歯薬学総合研究科等学務課教務グループ保健学研究科担当まで提出しなければならない。
４　成績評価
　　成績評価は「修了」とする。

附　則
この申合せは，令和４年７月１２日から施行し，令和４年４月１日から適用する。
（別紙様式１）
「インターンシップ実践」に関する申出書
　　　　　 所　　属　　　　　　　　　　　　　
　　　  　 学生番号　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　

下記の要件を全て満たしていることから，社会人として実務経験を有することを申し出ます。
記

　　

１） 将来の就職先となりうる「専門領域における地域の現場（病院や研究施設や会社など）」
において，実務経験あるいは就職活動に関連するインターンシップの経験として，
計１５時間以上の経験を有すること。
２）勤務形態（常勤職員，非常勤職員，アルバイト，就職活動に関連するインターン
シップなど）や給与の有無は問わないが，将来の就職先の検討に役立つ経験である
ことが望ましい。
